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同業他社との競争に勝つための方法の一つは，他社より優れた品質の製品を生産することで
あろう。
さて，一般に企業の生産する製品の，品質の改良や向上に関係する事柄としては，生産設備
の改善や整理の状況，原材料の良質化，ならびに従業員の自分の仕事に対する高い意識が考え
られよう。
本稿は，鐘淵紡頼株式会社(以下鐘紡という)を事例として，同社の経営形成期と考えられ
る，明治30年代前期(以下原則として明治は省略する)において，生産する綿糸の品質を改良
するための一方法としての，工場での生産設備の整理状況と，紡績機械の付属品である木管の
改善とについて，それぞれの実態分析を行うことを目的としている。
2 生産設備の整理状況
鐘紡は19年11月に東京綿商社として発起設立されたが， 21年 8 月に綿糸紡績業を専業するた
めに鐘淵紡績会社と改称し， 22年 4 月に操業を開始した。
綿糸生産は，最初本社所在地である武蔵国葛飾郡隅田村字鐘ヶ淵の工場で、行っていた。
その後工場を増加し， 33年 1 月現在，後述するように，東京本店(第一工場(元旧工場)，第
(1) 鐘紡が東京綿商社として設立されてから、 23年頃までの経営活動については，拙稿「明治期綿
紡績企業の経営一形成期鐘淵紡績会社の場合一J r神戸大学経済経営研究年報』第38号(I・ II)
1989年 287-317頁 を参照されたい。
なお，以下断らない限り，東京本店に関する記述で， 23年頃までについてはこの拙稿による。
-123-
矢倉伸太郎
二工場(元新工場))，兵庫支店(第一工場，第二工場 (32年 9 月に上海紡績株式会社を合併)) , 
住道支店 (32年10月に河州紡績株式会社を買収)，中島支店 (32年11月に柴島紡績株式会社を買
収)と洲本支店 (33年 1 月に淡路紡績株式会社を買収)にそれぞれ工場を所有するようになっ
た。
なお，綿糸生産の主要工程としては，梱包された綿花を開封する工程である解俵(ベールブ
レーカー)，諸種の綿花を混和する工程である混綿(ミキシング)，綿花の繊維を清潔にする工
程である開綿(オープニング) 打綿(スカッチング) 杭綿(カージング)，綿花の繊維を平
行にし綿篠(ストランド)を細くする工程である練篠(ドローイング)，綿篠を一層細くし撚り
を与える工程である始紡(スラビング)，間紡(インターメヂエート) 練紡(ローピング) (以
上は粗紡，前紡という)，成紡(精紡) (スピンニング)，認にする工程である総糸，がある。
そして，解俵，混綿，開綿，打綿，杭綿，練篠，始紡，間紡，練紡，成紡と紹糸にはそれぞ
れ機械設備とその付属品がある。
それでは次に，これら 5 本支店の生産設備の整理状況についてみていこう。
(1) 東京本店
鐘紡が，綿糸紡績業を始めるに際して設置した紡績機械設備の全体については， r精紡器総錘
数三万二百四十本(略)故ニ打綿器枕綿器粗紡器間紡器等則チ前部ノ諸器械モ皆此精紡錘数ニ
相応スヘキ台数ヲ据付(略)J とあるだけで，詳細は不明で、ある。
しかし， 25年 1 月 30 日以後の新聞記事によれば，開綿機 2 台，打綿機 8 台，椀綿機 74 
t 練篠機 10台，間紡機 16台，練紡機 30台，精紡機(プルックス社製リング 45台， ミ
ュール 2 台) ，紹糸機(リング 100台，ミュール10台) ，紹締機等が設置されていたことにな
る。
きて，この25年下半期頃になると「石炭の相場は漸次低廉の模様を呈し，原料綿花の価格亦
割合に高からず，生産費に於ては米穀の豊作によりて購買力を高め，綿糸の需要も漸く増加せ
り」という状態になった。
そこで，鐘紡では「明治二十六年の初頭欧米視察中なりし技師長吉田朋吉氏帰朝せられたる
を以て，周年二月十五日臨時株主総会を聞き，愈々拡張の第一歩として資本金五拾寓園の増資
を行ひ，新工場を増設するに決せり J 。
この新工場は，リング精紡機 10, 400錘を据付て，平均番手左撚り 30子の綿糸の紡出を計画
( 2 ) 工程の名称や英字読みは町原胴『紡績一斑j 博文館明治37年 を参考にした。
( 3 ) r第五回半季実際報告j (22年前半期)。
( 4 ) r鐘紡東京本店史j [同社] [昭和 9 年] 107-116頁。なお，新聞名は東京日々新聞である。
( 5 ) 同上書 117頁。
( 6 ) 同上 117頁。なお，以下この新工場に関する記述はことわらない限り，本書の119-121頁によ
る。
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し，この新工場に必要な機械設備は26年 3 月 8 日に英国のプラット社に発注された。
開業は27年 3 月のことであった。なお，これ以後，以前からの工場は旧工場と呼称された。
さらに，鐘紡では27年 1 月 8 日の臨時株主総会と 2 月 8 日の臨時株主総会とで，増錘する
ことを決議し，その後の調査により，東京以外の交通が便利で、賃金の安い，兵庫県八部郡林田
村字東尻池に新工場を建設することになった。これが後述する兵庫支店である。
29年 5 月には新工場の精紡機に2 ， 000錘を増錘した。
きて， 29年 9 月に開業した「兵庫支店は機械斬新にして，高般の設備行届き， (略)業績著し
く良好を示せり，弦に於いて会社は東京本店をも一気に振作して兵庫と餅進せしめんと焦慮し
(略)が，元来東京本店は機械古く設備亦不充分なりしを以って到底兵庫の新鋭と同日に談す
べきにあらず」という状態であった。
つまり，経営側では，機械設備の旧式な東京本店の旧工場の機械設備を一挙に振興・整理し
て，新鋭機を装備し成績の良い兵庫支店と競わせようと，いろいろ熟慮したのである。
そこで， 30年に入り旧工場のブルックス社製リング精紡機を改造するための材料68台分とチ
ンローラー25台分を注文した。
31年 2 月中には，旧工場のミュール精紡機 (1 ， 608錘)が老朽化したため，廃棄することにな
った。
31年 5 月には打綿機用として蒸気機関 (170馬力) 1 台を発注した。この蒸気機関の増設は，
現在進行中の旧工場精紡機改造が完了すれば生産高が増加し，それにつれて増設しなければな
らなくなる前紡の諸機械のためであった。
また， 31年上半期にはこの増設する前紡機として開俵機 1 台，打綿機 2 台，椀綿機 30 
台，練篠機 1 台，始紡機 1 台，間紡機 1 台，練紡機 4 台ならびに精紡機改造材料 2 
台分をプラット社に注文した。
31年 6 月には， 30年に注文した旧工場のブルックス社製リング精紡機改造材料とチンローラ
ーが各10台分が到着した。
31年 9 月には新工場に精紡機 2 ， 400錘の増錘ならびに練紡機 3 台，間紡機 1 台，始紡機
1 台，練篠機 1 台，椛綿機 6 台を増加した。
31年下半期には，旧工場の増設のための開俵機 1 台，打綿機 2 台以上は据付中，椛綿機
30台，練篠機 1 台以上は据付完了，始紡機 1 台，間紡機 1 台，練紡機 4 台は未到着で
(7) 向上書 158頁。
( 8 ) 以下の東京本店，兵庫支店，住道支店，中島支店と洲本支店の生産設備の整理・改造について
の記述は，煩雑をさけるためいちいち出典を明記しないが，ことわらない限り鐘紡の公式営業報
告書である『鐘淵紡績株式会社第弐拾参回報告.1 (31年上半期) - r鐘淵紡績株式会社第参拾回報
告.1 (34年下半期)， r明治参拾参年度上半期鐘淵紡績株式会社営業成蹟報告書.1， r明治参拾参年度
下半期鐘淵紡績株式会社営業成蹟報告書.1， r参拾四年上半季営業報告』と『参拾四年下半季営業
報告』ならびに前掲『鐘紡東京本店史.1 158-284頁による。
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あった。そして，その跡地に増設する前紡機を据え付けることとした。
また，新工場での増錘や旧工場での改造が完了してくるので，汽櫨(ボイラー)を据付中で
あった。
32年 4 月には旧工場精紡機用チンローラー30台分を注文する。
32年10月には旧工場の前紡機として練篠機 2 台，始紡機 3 台，間紡機 3 台，と練紡機
4 台を注文した。
また，現在使用中の打綿機や練紡機は，圏内で修理することとした。
32年下半期中には旧工場用の前紡機で未到着分が到着し据付が完了した。しかし，精紡機用
のチンローラーの取り付けは未了であった。
きて，以上みてきたように，兵庫支店に匹敵するような成績を挙げるために，旧工場を中心
として実施されていた機械設備での整理が，ほぽ完了しようとしていた， 33年 1 月 25 日に，支
配人が和田豊治から藤正純に交代した。
そして， r東京本店ハ是迄独立ニシテ操業ノ規定ノ、勿論原棉ノ買入綿糸ノ販売其他一切経済ヲ
区別シ来リタル処本年二月以来関西各店同様営業部ノ下ニ統轄スル事ニ決セラレタルニヨリ新
ニ工場長ヲ任命シ工務員事務員ヲ各店ヨリ派遣シ改革整理ヲナス事ニ為セリ J となった。
その理由は， r元来同店ハ工場ノ整理機械ノ保存事務ノ取扱等九テ秩序整然タラズシテ紛難ヲ
極メ」たからだとされた。
つまり，東京本店は，これまで生産販売といった経営活動全般にわたり生産設備だけでなく
事務面でも，混乱していたというのであった。
さて，新しい工場長である藤は，着任後経営活動全般にわたり改善・改革や整理を行なった
が，ここでは生産設備に関することについて，彼の口述した手記から概観してみたい。
旧工場の床板には，最高 1 尺 6 す(約48センチメートル)もの落差があった。そこで，一部
分づつ床下にセメントを打ったり漆喰塗りにした。
旧工場の原動力を伝導するラインシャフトが，約 6 インチ(約15センチメートル)歪んでい
たので修正する。また，その他のシャフトも全て曲がっていたので，順次矯正していった。
旧工場の精紡機などの機械で完全に動く物はなかったが，これは日々の修繕を怠っていたた
めであった。紡績機械の肝心な部品であるローラーには多数の打ち庇があり，軸受けは摩滅し
て歪になっていた。そのため，ローラーは円滑に回転せず，篠や糸に斑ができた。
これらの修繕整理は費用の点で一挙に行うことができず，完了するまでに約 2 ヶ年かかった
と藤は述べている。
また，蒸気機関や汽纏は老朽化のため使用不能とされ， 32年 5 月に新規の物が注文されてい
( 9 ) 藤正純述大内英三手記『藤正純奉公話』大内英三昭和 5年 41頁。
(10) ・ (11) 前掲『明治参拾参年度上半期鐘淵紡績株式会社営業成蹟報告書』
(12) 前掲『藤正純奉公話j 50-69頁を参照されたい。
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たが，精査の結果修理によって使用に耐えるとされた。
さて，東京本店の製糸は斑と糸切れが多かったが，この原因は，上記の不整理な生産設備だ
けでなく，紡績機械を正確な取扱要領により運転しているので、はなかったり，正規の規格品を
使用していたためでもあった。それゆえ，このような点については正していった。
さらに，混打棉室の温度や湿度の管理を厳密にすることの必要性が判明したため，必要な装
置を設置した。
以上のような努力により，旧工場は品質や生産費の点で、やっと兵庫支店工場や他の支店工場
と，競争ができるような状態となった。
その後， 33年 5 月以後には中国(当時の清国)での「義和国事件」により，対中国の綿糸輸
出が途絶した。この輸出途絶は「従来製糸ノ大半ヲ北清市場ニ輸出シ来リタ」る鐘紡にとって，
大打撃となった。そこで， r止ムヲ得ズ之(製糸……筆者)ヲ内地ニ売捌カザルニ至レリ然ルニ
内地モ在荷ノ多数ナルト需用減少」の状態であった。
この時，支配人であった武藤山治は「これはどうしても内地を得意先にしなければならない。
内地を得意先にするならば糸を改良しなければならないj として，東京本店だけでなく，全社
(15) 
挙げて今まで以上に，製糸の品質改良と工場の改良に取り組むこととなった。
この「義和国事件」による対中国の綿糸輸出の途絶などにより，大日本綿糸紡績同業連合会
協議会では33年 7 月 25 日より 4 割の操業短縮を実施した。
東京本店でも 7 月 27 日より第一工場(旧工場を改称)と第二工場(新工場を改称)とで夜業
休止し， 12月 1 日より第二工場は夜業を開始した。
( 2 ) 兵庫支店
前述したように兵庫支店は， 27年 1 月 8 日の臨時株主総会と 2 月 8 日の臨時株主総会とで，
増錘することが決議され，東京以外の交通が便利で賃金の安い，兵庫県八部郡林田村字東尻池
(1η 
に建設され， 29年 9 月から実質的な操業を開始した。
(18) 
その後， 32年 9 月には兵庫支店に隣接していた，上海紡績(株)を合併し第二工場とした。な
お，最初の工場は第一工場となった。
(13) ・ (14) 前掲『鐘淵紡績株式会社第弐拾八回報告j (33年下半期)
(15) r須子亥三郎氏誌j (元日本紡績協会所蔵 20-26頁)
(16) 前掲『明治参拾参年度下半期鐘淵紡績株式会社営業成績報告書』
(17) 兵庫支店は27年に設置が決定され， 29年10月 1 日に正式に開業するが，その前後の事情やその
後の経営活動については，拙稿「明治29年兵庫支店開設期における鐘淵紡績会社の経営についてJ
『神戸大学経済経営研究年報』第41号 1991年 71-95頁を参照されたい。
(18) 上海紡績(株)が設立してから，合併されるまでhの経営活動については，拙稿「綿紡績企業の経
営と合併一一明治30年代前期鐘淵紡績株式会社の場合一一J r神戸大学経済経営研究年報』第37号
(I・ II) 1987年 415-447頁を参照されたい。なお，以下の住道支店，中島支店と洲本支店に
ついても，同様な観点からの考察は，上記の拙稿で行っているので参照されたい。
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きて，第一工場はリング精紡機39， 920錘を据付たが，その他の生産設備については判明しな
い。ただ，蒸気機関は1 ， 300馬力で芝浦製作所で製作されたものであった。
その後は増錘することもなかった。 33年 6 月に至り，精紡機の修繕を行い，期末までに 3 台
分が完了した。この修繕の詳細についても判明しない。
33年 2 月に蒸気機関の部品が破損したので応急修繕の後，休業日毎に本格修理を行い期末に
いたり完了した。
第二工場は前述のように，上海紡績(株)の工場であったが， リング精紡機はプラット社製で
10 ， 368錘であった。その他の生産設備については判明しない。第二工場となってからも増錘す
ることはなかった。 33年上半期中に，初紡機については経年のための据付替えと修繕が必要と
なったので，後述する中島支店に増設する間紡機 1 台と練紡機 1 台を流用して据付，現在
稼働している機械を順次修繕することとした。
33年 5 月より，汽曜の部品の腐食箇所に応急修理を施した後，本格的な修理を行っている。
33年 7 月 26 日より前述の操業短縮のため，第一工場は休止し，第二工場は昼夜運転を行った。
第一工場は休業中に蒸気機関の大修理，紡績機械の据付換えを行った。その後，第一工場は12
月 4 日より 3 万錘で昼夜運転を行い，代わって第二工場は休業し，この間蒸気機関と紡績機械
の修繕を行った。第二工場は34年 1 月 6 日より運転を再開した。
当期中に第二工場の汽纏 1 台を大修理した。さらに，第二工場に東京本店から未使用の複
式舵機 10台と取り寄せ据付けた。第一工場には，東京本店よりクライトンオップナー 1 台
を取り寄せ，代わりにそれまで据え付けていたクライトンオップナーを，中島支店に送付した。
また，前に中島支店から流用していた間紡機を返却し，代わりに東京本店より輸入したままで
未使用の間紡機を取り寄せ据付た。
( 3 ) 住道支店
前述のように住道支店は， 32年10月に買収された河州紡績(株)の工場であり，設立当時のリ
ング精紡機10 ， 368錘には，その後も変化がなかった。その他の生産設備についても判明しない。
買収後は，諸建物の修繕，諸機械の大掃除などの整理が行われた。
また， 33年 5 月 13 日より精紡機を 1 台づっ据付替えと修繕に着手して行った。
( 4 ) 中島支店
前述のように中島支店は， 32年11月に買収された柴島紡積(株)の工場であり，買収後は，住
道支店と同様に，諸建物の修繕，諸機械の大掃除などの整理が行われた。設立当時のリング精
紡機の錘数は10 ， 368錘であったが，買収後は5 ， 000錘の増錘が行われた。
(19) 創業時のこの蒸気機関の据付についてのエピソードは， r創業の苦心談J r公民講座』第114号
国民会館昭和 9 年 5 月を参照されたい。
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この増錘は次のような理由から行われたのである。すなわち，柴島紡績(株)では設立当初
は精紡機15 ， 000錘を計画しており，そのための工場の広きであり，蒸気機関や汽曜を備えてい
た。しかし，都合により 10 ， 000錘で開業したため，買収後鐘紡は当初の計画通り 15， 000錘とす
ることに決定した。そして， 32年11月の買収直後から，プラット社にリング精紡機 5 ， 000錘( 8 
台)の外，杭綿機 19台，打綿機 2 台，練篠機 9 台，間紡機 3 台，始紡機 7 台を注文
していた。また，絃磯 60台は国内に注文していた。
32年末より引き続き 33年上半期に於いても，精紡機 20台，打綿機 6 台，練篠機 1 台，
間紡機 5 台，始紡機 2 台，練紡機 10台の据付換えと修繕を行った。移転据付換えのため
に，杭綿機 7 台，練篠機 4 台，始紡機 4 台の大掃除を行った。
33年 9 月末には増錘のために必要な機械の据付が全て完了した。その後， 33年11月中旬より，
増錘の5 ， 000錘を合わせて，精紡機 15 ， 368錘 (40台)の運転を開始した。 34年上半期には，兵
庫支店より返却された間紡機 1 台を据付，兵庫支店より取り寄せたクライトンオップナー
1 台は混綿室に据付中である。このクライトンオップナー 1 台は34年 7 月 28 日に据付が完了
し，稼働した。
( 5 ) 洲本支店
前述のように洲本支店は， 33年 1 月に買収された淡路紡績(株)の工場であり，精紡機錘数は
10 ， 368錘であった。買収後は建物の移設，改修，改善や建て増しを行った。その他住道支店や
中島支店と比べて98台の単式紹機では少ないので， 33年 1 月に 2 台増設することとなり 3 月
中に据付完了した。これにより，同店の絃磯は合計100台となった。
3 付属品の改善
34年 1 月 20 日付けの，支配人から各工場長あての回章は，次のように述べている。
「工場経済ノ内需用品ノ事モ最モ忽ニスベカラザル事ニシテベルトスピンドルバンド杯ハ勿
論蕊ニ各工場長ノ注意研究ヲ煩ハシ度キハ兵庫支第一工場ニ於テ創業以来ロービング，インタ
ー木管(便宜上ローピングインター丈ヲ示ス)ニ於テ調査スルニ左ノ通リ
×印舶来他ハ和製 ロービング木管 インター木管
最初買入数 ×壱00、 000本 ×三O、 000本
三十一年買入数 壱九、三九弐本 三、三八三本
三十二年買入数 三一、 O六二本 九、三三弐本
三十三年買入数 三四、四八壱本 七、二一六本
計 壱八四、九三五本 四九、九三壱本
(20) 以下で使用する回章は，以前鐘紡株式会社の社史編纂室で閲覧・収集させていただいたもので
ある。お礼申し上げます。
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右ノ内ローピング木管丈ニ就テ言ハンニ兵庫支店第一工場ニ要スル同木管ノ定量(予備ヲ見
込ミ)七万本ニテ充分ナリトスレハ創業以来五ヶ年間定量ノ四割以上ヲ補充シタル勘定ナリ是
ニ於テ左ノ弐点ニ付キ注意ヲ要ス 第一，右ノ補充数量ハ工場不行届ノ為メ紛失破損シタル
数量少ナカラザルベシ故ニ将来之ガ監督ヲ厳重ニスルコト 第二，舶来木管ト内地製木管ト
ノ生命耐久ナド前者ノ方何程優レルヤ監督不行届ノタメ起ル紛失破損ノ数量ハ除キ舶来ト内地
製ト補充数量割合ノ大小如何 右ノ内ハリング木管ニ対スルモ同様考究注意ヲ要スル点ナリ
各工場長諸氏研究ノ上各自ノ工場ニ就キ調査シーハ其工場ノ経済ヲ図リーハ各自ノ御意見申越
度及回章候也 木管ニ関スル監督及其規定(略)J
この回章を要約すれば次のようになろう。すなわち，兵庫支店の第一工場のローピング木管
を例に取り，取り替えなどのための補充本数は，一年間に必要な木管 7 万本の 4 割以上である。
この様な補充本数についてみれば 1.補充する木管には，少なからぬ紛失や破損したものも，
含まれていると思われるので，木管の監督管理を厳しくすること。 2. 工場設立当初購入し
た外国製木管とその後購入した国産の木管との耐久性において，外国製の方がどれくらい優れ
ているか。両者の補充する本数の割合はどのようなものか。これらの点について各工場長は自
工場について調査し，工場の経営の上から意見を述べるように，指示したものである。
その後，同年 9 月 27 日付けの，各工場長あての支配人よりの回章は，次のようなものであっ
た。
「従来各店トモ初紡及精紡木管ハ値段ノ安キ和製木管ヲ使用致シ来リ候処安物ハ損傷ヲ生ジ
易ク不経済ニ付其値段ヲ倍加スルモ舶来ノ上等品ヲ買入レテ使用スル方ノ遥カニ利益ト相考へ
候ニ付各店現在ノ各種木管ノ、順次舶来品ニ取替へ度向フ三ヶ年間ニ悉皆改正致シ度考ニテ貴店
分トシテ左記ノ通リ三井物産会社へ注文致候間御承知置被度候就テハ諌メ注意致シ置候ハ善良
ナル舶来品ヲ供給シテ乱暴ナル取扱ヲナシ従来ノ知ク月々多数ノ取替品ヲ出ダシ交換ノコトニ
テハ希望スル利益ヲ収ムルコト能ハザレバー層取扱方ヲ厳重ニ取締リ値段ノ割合以上ノ年数ニ
耐ユル様致度又随テ木管モ今日ノ知ク多数ヲ要セザルコトニ相成ル筈ニ御座候間御承知置被下
度右御通知申上候也」
この回章を要約すれば，今後 3 年間で全工場の初紡機と精紡機の木管は，高価で、あるが外国
製の木管にする。その理由は，国産の木管は安価ではあるが，破損し易くいつも修繕をしなけ
ればならない。耐久性が無く不経済である。しかし，今後は高価な外国製を使用するので，取
扱いに関してはより厳重に管理することが必要である，というものであった。
そして，この回章から，木管を外国製に取り替えるのは，第一義的には経済的な観点からで
あることがわかる。
このように木管を外国製に取り替えるといっても，これまでの国産の木管使用の経験から，
外国製木管の使用に関して各工場ではいろいろな意見があった。
そのことは， 35年12月 22 日付けの支配人から各工場長あての回章からもわかる。
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「和洋木管優劣ノ件舶来木管ノ和製木管ニ比シ値段非常ニ高キモ使用上利益少カラザルハ
小生ノ夙ニ認ムル処ニシテサキニ兵庫支店ニ於ケル多年ノ計数ヲ明細ニ取調べ其結果舶来注文
ニ及ビタル次第ナルガ其後各店ヨリリング木管丈ノ叶日製ヲ撰ムノ意見申出デ候モノモ有之候処
今般東京本店工場長ヨリノ報告書ヲ見ルニリングト雄トモ舶来木管ノ利益ヲ主張セリ東京本店
ニテ紡出番手モ以前ト異ナリ工場整理モ変更ヲ来シ居レパ強チ計数上ノ比較ニ依リテ直チニ之
ヲ是認難致モ他店工場長ガ漫然リング木管ニ対シ和製ヲ主張スル其反対意見トシテ甚ダ有力ノ
モノナリト認メザルヲ得ズ(略)J
この回章で武藤支配人は，外国製木管は値段が高いけれども，使用上いろいろと利益がある
ことは以前より分かつていたが，兵庫支店でのこれまでの統計的な調査の結果，外国製木管の
採用を決め発注した。しかし，その後， リング木管は国産が良いという意見があった。しかし，
今回の東京本店の報告は，ただ何となくリング木管は国産が良いという意見の，反対意見とし
て有効であると述べている。
ここで述べられている東京本店よりの報告書とは，次のようなものである。
f明治三十五年十二月二十日 武藤支配人殿東京本店藤正純和洋木管優劣ノ件
(略) リング木管ニ付テ 和製ニ比スレパ持久ノ点ニ於テモ一ヶ年以上長ク耐へ又其使用中
成蹟ニ於テモ非常ニ優リ製糸改良ニハ是非此良品ヲ使用スルコト肝要ナリト認メ申シ候(略)
右(これまで述べてきたこと……筆者)ハ和洋木管ノ数量及代金ニ於ケル直接比較ニシテ此外
舶来木管使用ニ附帯スル直接ノ利益不島喉間其大要ヲ左ニ申述ブベク候 舶来リング木管使
用付帯利益 東京本店ニ於テハ木管改良ノタメ過般第一工場乙印及ビ第二工場二番糸丈ノ工
賃ヲ引下ゲタレパ夫レニ対スル管糸出来高受負工賃約一ヶ月約八拾五円，四ヶ年ニ付キ四千八
拾円ヲ節約シ得ル勘定ナリ加之前記木管代金ハ第一第二両工場全部予算ニ御座候間此取替へ候
上ハ更ニ左二十手ノ受負工賃一日斤ニ付キ弐毛ヲ減ジテモ工女ノ収入ニハ影況セザル見込ニ有之
候(二番糸ノ実例ニ徴スレパ)若シ果シテ然トスレバー日ニ付弐固四拾銭一ヶ月(弐拾六日操
業トシテモ)ニ付キ金六拾弐園四拾銭四ヶ年(木管ノ生命期)ニ付キ弐千九百九拾五円弐拾銭
両工場総計七千O七拾五円弐拾銭丈工賃ニ於テ利スル筈ナリ 尚ホ此外良好ナル木管ヲ使用ス
ル結果ハ紹場ニ於ケル仕事出来高並ニリングニ於テ製糸ヲ改善セラレ得ル等非常ノ利益アリ之
ノ、数字ヲ以テ明示スルヲ得ザレトモ木管代及工賃ノ節約以上ノ効能アリト信ジ候J
この藤東京工場長の報告によれば，良好なる外国製木管を使用すれば，木管代や工賃の節約
という経済性だけでなく，数字では明らかにできないがそれ以上の利益である，綿糸の品質が
改善され，その結果として綿糸の出来高が増加するというものである。
4 おわりに
これまで東京本店，兵庫支店，住道支店，中島支店と洲本支店の各工場での，生産設備の整
理状況と付属品である木管の改善状況の実態について概観してきたが，それらを要約すると次
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のようになろう。
22年 4 月に操業を開始した東京本店では， 29年 9 月に当時の最新設備を備え運転を始めた兵
庫支店とは工場成績において劣ると考えられ，兵庫支店と競争させることを目的として， 30年
以後紡績機械の整理すなわち改造や増設が行われた。つまり，生産設備のうち機械という「ハ
ードJ 面の整理・充実が図られたということである。
そして，この紡績機械の改造や増設という整理が，終了しようとしていた33年 5 月以後，中
国での「義和団事件J のため綿糸の対中国輸出が途絶した。生産綿糸の多くを中国に輸出して
いた鐘紡は販路を国内に求めなければならなかった。そのため，東京本店だけでなく全社挙げ
て，今まで以上に工場の整理と綿糸の品質の改良に取り組んでいった。
この綿糸の品質改良のために行われた工場整理としては，工場建家特に床面の平準化，動力
の伝導装置の歪みの矯正などという，機械の周辺装置の整理にまでも及んで、いた。
兵庫支店の場合は，開業当初の第一工場と， 32年 9 月に合併した上海紡績(株)の綿糸工場で
ある第二工場とも， 33年上半期に経年による修理を紡機に施した。
33年 7 月 26日からの操業短縮に際しては，第一工場と第二工場とが交互に操業を休止し，休
業中にそれぞれ機械の修理や据付替えならび、に蒸気機関の修理を行った。
兵庫支店の生産設備の整理に関しても，東京本店と同様に， r義和国事件J の以前は機械の修
理，後は機械の修理以外にも据付換えなども行った。
住道支店，中島支店と洲本支店の 3 支店の場合は，いずれも建物の修繕，移設，建て増しゃ
移設ならびに，機械の掃除や他支店との均衡を図るための機械の増設といった，鐘紡に買収さ
れた直後の工場設備の整理であった。なお，中島支店は，買収後にその工場が持っている生産
能力を最大限生かすために増錘された。
機械の一部である付属品としての木管の改善については，国産の木管よりも外国製の方が丈
夫で耐久性が高いから経済的だという理由だけでなく，綿糸の品質改良にとっても重要で、ある
という指摘は傾聴に値するといえよう。
さて，各工場での生産設備の整理の実態についてみてきたが，ここから次のようなことが言
えるのではないだろうか。
鐘紡の場合，まず，紡績機械やその部品である木管という「ハードJ 面からの整理つまり改
善や修理行う，次に，機械が据え付けられている床面の平準化，動力伝達装置であるシャフト
の歪み矯正，機械の据付場所の移動や，工場内の温湿度の厳格な管理といった，機械周辺まで
をも，整理の対象としていく。
このように機械設備を整理することは，それら機械設備が持っている能力を最大限に発揮さ
せることであろう。そうすることが経済的合理性に合致することであり，また，これら機械設
備から生産される製品，すなわち綿糸の品質を改良していくことでもあろう。
今後は，綿糸の品質を改良し向上させるのに関係する，これら生産設備を操作する「ソフト J
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面や保守点検などを受け持つ，従業員の仕事に対する意識について検討することならびに，綿
糸の品質に大きく関係する原綿についての考察を行って行かねばならない。
また，付属品については，この木管以外の各種の歯車やベルトなどについても，国産と外国
製との比較を検討しなければならない。
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